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	神戸女学院大学ジェンダーインスティチュート発 　　　　　　　　　　　         中高大OG連携プログラム
	人生について、話そう！　あつまれ、神戸女学院しゃべり場
	岡田山で学んだ記憶を胸に、卒業してそれぞれの道を歩んでいる神戸女学院の先輩たち。 時代は変わり、社会が複雑さを増す中で、先輩たちはどんな人生を過ごしてきたのだろう？ そんな思いにこたえ、ジェンダーインスティチュートは、中・高・大・OGという枠組みを超え、異なるステージで活躍する神戸女学院生たちが集まる場所を用意しました。 現役大学生に近い若手社会人から、既に社会でひとかどのポジションを占めているベテラン世代まで。世代が異なる神戸女学院生たちが、くつろいだお喋りの中で、等身大の思いを分かち合います。 今回のテーマは「働く」。 後輩にとっては、先輩の生き方や考え方に触れる「未来の地図」を見つける機会に。 先輩たちにとっては、自らの歩みを振り返り、次世代と交流する「原点回帰」の場に。 「神戸女学院」という共通の居場所体験をベースに、利害関係のないフラットなつながりから生まれる交流を通じて、新たな可能性のきっかけを見つけてみませんか。 皆様のご参加を、心よりお待ちしております。

	2026年7月30日(木)
	■ 開催日時：　　　　 　　　　　　　　　　　13:00～16:30　　　　　　  ■ 開催会場：神戸女学院大学  L－1（文学館） ■ 参加人数：30名程度　※定員に達し次第受付終了 ■ お申込み：申込フォームよりお申込みください 　　　　　　  https://forms.gle/6q6prdBkVeVBPauo6 ■ お問い合わせ：平日8:50～16:50 　神戸女学院大学ジェンダーインスティチュート 　  電　話： 0798-51-8545 　  メール： wsi-o@mail.kobe-c.ac.jp

	【しゃべり場プレゼンター紹介】
	◆頼あゆみ 氏（西日本建設業保証株式会社 常務取締役）
	◆恒川久美 氏（株式会社ANA総合研究所 主席研究員）
	◆竹中春華 氏（吹田市立第一中学校国語教諭）



